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168
.缺
く
べ
か
ら
^
る
名
の
な
6
、

此

記

，事

は

グ
.ド
グ
ド
し
. 

け
れ
ど
名
辦
商
人
生
活
を
ょ
く
ぁ
ら
は
せ
る
故
に
其
ま 

、
掲
載
せ
6
。
堺
HI
T
の
外
國
貿
易
に
つ
5
.て
商
人
の
留
：
 

守
宅
に
赳
6
允
る
事
件
、
E
に
商
人
は
多
額
の
物
品
を| 

軍
資
と
し
て
提
供
し
把
る
な
ど
豪
族
大
名〜

商
人
と
の 

關
係
を
見
る
べ
く
、
商
人
の
地
位
名
高
ま
6
、
諸
大
名
一 

名
商
人
2
離
れ
て
其
財
政
を
如
何
i
名

す

る

能

は

^

、 

商
人
な
る
新
階
は
侍
農
民
の
ニ
階
の
間
入
6
、
.
以

後

我
 

國
の
經
濟
は
大
に
發
達
し
杧
ぅ
。

永
祿
四
年
ニ
月
二
十j

日
の
記
事
に 

. 

浦
上
パ
野
田
福
島
一
一
陣
ヲ
取
：ル
其
f

一
 
萬
餘
騎
ト 

風
聞
ス
、
现
町
A
キ
ヤ
V

T
ン
シ
門
々ir
垣
ヲ 

シ
タ
リ
ヶ
レ
バ
誠n

御
狱
ノ
日
ト
ミ
ヘ
シ
、

'I 

、堺
の
市
街
に
つ
い
て
は 

享

祿

五

•
年

三

月

三

日

條

に

、 

ノ
塊
ノ
中
頻
雜
說
ァ
リ
テ
挑
ノ
大
小
路
ノ
木
芦
共
ヲ
一 

指
テ
ft
方
力
ョ
ヒ
ヤ
ナ
カ
リ
ヶ
リo 

■ 

市
街
防
備
の|

方
法
に
し
で
此
地
屢
賊
亂
の
卷
と
な
る
.

防
備
..の
必
要
ぁ
6
し
な
ら
ん
、

三
好
松
永
の
騷
動
の
.際
に
は
：
、

.凡
義
次
ノ
方
ノ
衆j

萬
五
千
餘
人
ト
聞
-上
シ
、
則 

塊
ノ
ロ
々H

馳
向
ヒ
、
松
永
畠
山
工
以
軍
使
ヲ
早 

々
被
出
合
候H

1

合
，®
可
有
ト
有
リ
ン
カ
ド
そ
寒 

山
モ
松
永
モ
無
勢
ナ
レV

不
叶
已
難
儀1 〗

及
ビ
ヶ 

ル
ヲ
撰
ノ
會
合
衆
ド
モ
色
々
Is
ヲ
入
テ
畠
山
モ
终 

永
モ
辦A

引
入
ヶ
ル
會
合
ト
_

ハ
^
ニ
.
、
ノ

能
登
屋 

、ベ
二
犀
ト
テ
ニ
人
ノ

福
#
ア
リ
s
'^
ニ

會
合
衆
ト 

テ
三
十
六
人
ノ
庄
宫
ア
リ
，、
ィ
ゾ
レ
乇
S
貴
ナ
•ル

德
人
也
、

信
長
塘
代
の
御
館
の
事
に
つ
.い
て
は
、
 

, 

今
度
信
長
衆
S '
州一

國
平
均
ノ
脖
家
々
届
取
亂
妨 

國

中

折

々

舊

跡

ヲ

打

破

.リ

寺

內

财

寶

ヲ

押
取
リ
寺 

■
ft
-
方
ノ
繁
昌
ノ
所H

ハ
夫
錢
ヲ
力
.ケ
テ
切
卜1

フ
ル 

.ル
前
代
未
W
ノ
事
共
也
石
山
本
願
寺H

ハ
丑
千
贯 

カ
ケ
テ
責
卜

'

フ
ル
ヽ
堺
南
北H

そ
夫
錢
ニ
萬
贯
可 

出
ト
使
タ
テ
ラ
ル
レ
バ
中
々
叶
フ
マ
ジ
キ
由
返
®

59

.

ン
ヶ
レ
バ
其
儀
ナ1

フ
.

バ
責
ト
ル
'

べ
.シ
ト
聞
エ
ヶ
ル 

間
现
衆
ト
テ
乇
«

ラ
レ

V

用
意
セ
ョ
卜
テ
能
登
屋 

へn

ヤ
大
將
ト
シ
テ
卅
六
人
#
合
衆
ト
ン
テ
庄
宵 

、
r

y

彼
等
一
.
味
同
心
シ
テ
則
#

ヲ
>.
掘
ヲ
ホ
リ
北 

.

,
ロ
々

I】

ヒ
シ
ヲ
煙
テ
待
ヵ
ケ
ベ
レ
パ
先
捨
攛
べ 

シ
卜
テ
歸
リ
ヶ
リ
、

ノ 

サ
ダ
土
ル
の
文
書
に
堺
は
伊
太
利
の
グ
T

一
 

ご
チ
ア
の 

如
し
と
あ
る
が
果
し
て
然
る
か
、
外
人
の
我
®
に
盼
す 

る
見
聞
に
は
誤
り
多
き
事
今
に
始
れ
る
に
あ
ら
梦
。

i

 

杧
辦
港
を
以
r

.
LH
r

洋
都
市
に
比
す
べ
き
唯
一
の
例
と
す 

れ
ど
％
未
充
分
な
る
例
證
あ
る
に
あ
；
^
 

7̂

0

座
ひ
硏
究 

の
如
きR

P

駿
府
に
於
け
る
友
野
座
な
ど
、
比
較
せ
.
3'
'
れ 

ば
®

U

類
推
'に
過
ぎ
ざ
ふ
の
觀
あ
6

、
當
脒
外
國
貿
易 

m

i

し
て
我
唯
一
の
大
港
な
6

し
同
市
の
自
治
：

5

頗
る 

研
究
に
價
す
、

E

に
座u

關
す
る
記
事
名
あ0

、

此
等 

|:
.

綜
合
し
て
始
め
<

辦
市
の
矾
究
を
全
ぅ
す
べ
し
。

.

英

國

に

於

け

^
內

外

投

資

利 

廻

り

©
此

較

、

增井幸
雄

、Journol of the 

Koval Statistical societŷ

 Jan- 

v
i
r ご1913,

所

職

to
v
r

Lehfeldt 
成
の
論
文

 

o

雜

錄

英
國
上
6
海
外
に
輸
出
せ
ら
れ
杧
る
資
本
の
利
子
似 

內
國
事
業
に
.投
入
せ
ら
れ
杧
る
資
本
の
利
子
ょ
，O
S高 

率
に
居
る
と
は一

般
に
感
せ
ら
れ
届
る
所
な
る
g
Tf
l
i
s 

未
だ
之 

'が
確
杧
る
事
實
t
示
し
杧
る
名
の
あ
る
を
見

 ̂

以
ド
旣
ふ
發
表
せ
ら
作
杧
る
、
幾
多
の
投
資
の
記
錄
に 

就
€

讲
究
し
得
^
る
結
果
を
*
べ
0
。

投
資
の
總
額
を
完
全
正
確
に
知
ら
む
こ
と
は
頗
る
困 

難
に
屬
す
る
そ
以
、て
本
論
に
於v

は
敢
て
之
を
期
せ
梦 

外
國
に
淤
け
る
.投
資
の
狀
況
に
關
し
て
は
曩
に
本
誌
に 

揭
載
せ
ら
れ
女
る
サ
ー
、
ジ
ョ
ー
デ
、
ぺ
ィ
シ
ユ
氏
の 

論
文
を
參
照
せ
ら
れ
ひ
こ
と
ど
螌
ひ
と
し
て
、
喉
玆
に 

は
英
國
資
本
の
放
.下
額
の
推
算
と
な
す
に
止
め
杧
ム
。

三
七
五 

.

ft!!J
I
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雜

.

錄

か
、
る
推
算
を
^
す
に
當
て
は
舊
債
償
還
の
允
^

C
す 

る
公
偾
社
債
の
發
行
は
之
を
除
外
し
、
叉
私
に
貸
付
け 

ら
れ
fc
る
資
本
額
は
不
確
な
於
ら
名
之
を
斟
酌
し
て
計 

算
に
加
へ
次
る
べ
か
ら
す
と
雖
名
.、
本
論
の
目

的

は

利
 

率
如
何
の
'點
に
存
す
る
を
以
て
是
等
の
斟
酌
は
餘
6
重 

要
に
は
あ
ら
^
。
さ
れ
ど
發
府
額
の
大
3
を
碑
究
す
る 

に
力
め
、
且
つ
短
期
證
券
の
如
く
何
等
か
の
理
由
に
ょ 

る
^
常
特
贫
の
事
件
に
■
し
從
て
之
を
計
算
に
加
ふ
る 

と
き
は
平
均
率
に
多
大
の
過
誤
を
來
3
し
む
る
於
如
き 

名
の
は
之
を
除
外
す
る
に
カ
め
*

6。

材
料
は
之
を
次
の
諸
書
に
求
：§
允
6
、
郞
ち(

一)

毎 

週
土 

n 
ノ
ミ
ス
ト
社
叉
は
毎
月「

投
資
者
月
報」

Invest 

丨

o
r
w

M
onthly 

M
a
g

巴
社
の
發
表
に
係
る
偸
敦
に
於 

け
る
公
倩
社
債
の
新
發
行
の
統
計
、(

ニ)

毎
年「I

囘
タ 

ィ
ム
ス
社
の
發
行
に
係
6

#
て
同
紙
上
に
揭
1«
せ
ら
れ 

fc
る
小
論
を
再
錄
し
杧
るr

發
行」

、
及
び(

三)

そ
の
後 

の
投
資
の
狀
況
に
關
し
て「

»
式
取
引
所
公
*」

Go
t 

e
xchange official. Intelligence

M
に

「

棘
式
反
引

- 

三
七
六 

.

所
年
#J s

t
o
c
k
w
x
c
h
a
n
g
e

 Y
s
r

 B
o
o
k

 

等、是
な 

6。 

公
偾
社
偾
の
發
行
に
就
て
は
前
記(

一)

の
部
類
に 

,
屬
す
る
制
料
に
よ
/ノ
て
、
利
率
に
關
し
て
は
餘
夕
重
要 

な
ら
次
る
名
而
.名
英
國
資
本
の
放
下
總
額
に
關
し
て
は 

|

甚
た
重
要
な
^
ー
區
別
を
な
し
^

A
X。倫
敦
の
み
に
办
、
 

て
發
行
せ
ら
れ
^
る
2
の
と
倫
敦
及
び
外
國
に
於
て
同 

|

峙
に
發
行
f

釔

f

の
と
の
區
別
、
.
©
ち
是
化
な 

| 

6

0後
者
の
發
行
條
件
は
多
く
の
場
合
に
於
て
前
者
の 

一
そ
れ
i
同
様
な
る
名
、
少
數
の
場
合
に
於
て
は
全
然
外 

：

國
に
於
て
發
行
せ
ら
れ
唯
僅
於
に
裝
飾
的
に
偸
敦
市
場 

の
相
場
表
に
上
せ
ら
る
、
に
過
ぎ
'̂
る
名
の
あ
6
、
か 

、
る
場
合
は
全
然
之
を
除
外
せ
6
。 

， 

第
二
ジ
分
r
tt
金
額
の
大
小
に
よ
る
區
別
な
6
。
手 

取
金
九
十
萬
碌
以
±.
の
.％.の

は

之

を

大

額

發

行

と

稱

し
 

十
萬
赌
乃
至
九
十
萬
#
の
名
の
は
之
を
中
額
發
行
と
稱

云
ふ
ノ
九
十
萬
勝
を
限
度
と
な
し
杧
る
は
、
數
分
の
对 

引
を
以
て
額
面
價
額
ー
百
萬
勝
の
發
行
を
見
る
こ
と
甚

ぶI L

だ
多
き
を
以
て
な
6
。)

最
近
十
四
年
間
に
於
け
る
大
額 

發
行
を
獅
羅
す
る
表
と
中
額
發
行
の

一

部
を
含
め
る
表 

と
を
作
成
し
て
之
を
後
に
摘
入
し̂

6
°

- 

こ
の
外
猶
ニ
個
の
分
類
を
な
せ'
。̂一

は

「

两
國
發 

行」

、「

殖
民
地
發
行」

及

び「

外

'1
|
發
行
4
の
區
別
に 

し
て
、
他
は「

株
式J

i
r

確
.定
利
付
偾
券」

i
の
區
別
、 

是
れ
な
6
。「

確
定
利
付
#
券」

の
中
に
は
利
益
の
配
當 

に
與
ら
次
る
場
合U

於
け
る
優
先
株
を

R
P

含
む
名
の
と 

，.
す
。

.

確
定
.利
付
偾
券
の
場
合
に
ぁ
6
て
は
、
公
衆
に
向
つ 

て
約
朿
せ
ら
れ
女
る
利
子
の
步
合
M

U償
還
の
割
合
を 

容
易
に
許
算
し
得
る
こ
.と
勿
論
な
6
。(

こ
の
步
合
は
下 

引
受
手
數
料
及
6̂
伸
I
手
數
料
其
の
他
を
合
む
を
以
て 

偕
主
の
支
拂
ふ
刺
子
の
步
合
と
同
一
物
に
は
ぁ
ら
卞
。) 

唯
乙
の
契
約
於
履
行
せ
ら
れ
^
る
や
否
や
を
見
て
こ
の 

涉
合
に
手
加
減
を
加
ふ
る
乙
と
を
必
要
i
す
る
の
み
o
,

‘
支
狒
の
義
務
を
怠
6
杧
る
場
合
に
就V

は
發
行
後
十
年 

16
1

間
に
實
際
支
娜
ひ
杧
る
平
均
金
額
を
記
錄
に
ょ
6
て
知

6
得
る
限
^
計
»
し
*

6し
舣
、
是
等
の
義
務
傷
怠
ぁ 

6
し
場
合
の
中
に
は
一
方
に
於
て
は
爾
後
放
資
の
狀
態 

渉
々
し
か
ら
^る

？：P

の
あ
6
し
と
共
に
叉
他
方
に
於
て 

は
稍
恢
復
.の
境
に
向
ひ
允
る
名
の
あ
6
し
を
以
て
、
ロ疋 

等
凡
て
の
場
合
を
通
匕
て
十
年
間
の
平
均
を
採
る
と
き 

は
眞
實
の
價
値
に
近
き
？
の
を
得
べ
し
。
幸
に
し
て
/p 

か
る
支
»
義
務
の
«

は̂
近
來
益
々
^
タ
し
杧
ん
0 

栎
式
の
發
行
に
就
，

y

は
發
行
後
十
年
間
に
i *
»
ひ
允 

る
酡
當
の
平
均
を
採
れ
6
。
乙
の
®
の
投
資
は
最
初
の 

.十
年
を
經
過
し
把
る
以
後
に
於
て
は
そ
の
價
値
は
低
落 

を
見
.る
よ
6 

寧
ろ
1-
貴
を
見
る
こ
と
多
き
好
%
し
。 

而
し
て
槺
式
の
發
行
は
大
額
發
行
の
部
類
に
於
て
は
極 

め
て
小
部
分
を
占
む
る
に
過
ぎ
次
る
な
シ
。
今
そ
の
一 

例
と
し
て一

九
〇
ニ
年
度
の
銃
計
を
稍
詳
細
に
揭
げ
て 

以
て
之
を
示
さ
む
。

1

九
〇
ニ
年 

「

投
資
月
報」

に
記
載
せ
ら
れ
^
る
公
®
社
偾
の 

,

發
行

.

, 

三
七
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偸

敦

；
の

み

：
に
<

r

四
o
、
〇
五
〇
、
〇
〇
o
磅 

偸
敦
及
び
外
國
に
て
一
三
、七
六！一

、
〇
〇
o
磅 

合

' 
計

.
1

丑
三
、八1

二
、
5

0

0礅 

右
の

.
分

：

»
j

-

-
■»
^

倫
敦
亿
て

I
I

國

2
5
1
.

合

火

紐

發
行 

1

小

k

發
行 

j

小
，
領

發
行

割
分 

六
五

山S

割
分 

八
四 

1
六 .〇

三 六 割  
三 〇 七 分

小
額
發
行
は
數
個
の
都
市
に
於
て
行
は
る
、
乙
と
稀 

f

o

叉
右
の
大
额
發
行
の
割
合
は
间
年
に
於
け
る
投 

入
資
金
の
四
分
の1

一
を
占
0
る
を
以y

之
に
基
づ
け
る 

結
論
は
甚
だ
重
恶
な
6
と
す
。
' 猶
同
年
に
於
け
る
右
の 

割
合
は
例
年
i
異
6

y甚
だ
大
な
6
し
名
、
事
業
經
營 

の
規
模
の
増
大
す
る
と
共u

益

//
僧

天

す

る

の

傾

向

あ

應
募
额
が
募
集
額
に
滿
t

ぎ
6

し
場
合
の
發
行
を
斟

酌
す
る
i
き
は
、「

大
額
發
行」

の
總
計
は
九
千
七
西
丸 

十
二
萬
二
千
#
と
な
る
べ
く
、そ
の
分
酤
は
次
ゆ
如
し
。

I 
.外 祯

段

計

馈確

刺 

券付

株

式

五
四
、
〇
四
〇
一 

ニ
0
、五
九
七 

ニ
〇
、九
七
四 

九
丑
、六
1
1
■

,

S
1

1

、
〇
六
〇
|
 

1

、ニ
五
〇 〇

ニ
、三1

〇

£ 

1

、

1 

0
0

ニ1

、八
四
七I

110 "

九
七

九
七
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同
年
は
內
國
投
資
の
割
合
は
甚
だ
大
に
し
て
其
の
中 

に
は
三
千
萬
碌
の

n
'

ン
ソ
ル
公
偾
の
發
行
を
3

含 

の
な
6

而
し
て
大
額
株
式
發
行
の
割
合
は
：半
常
よ
6

3

 

其
»

寧

ろ

少

な
6

き
。

姻
民
地
に
於
け
石
確
定
利
^
债
券
の
發
行
は
凡
て
政 

府
證
券
な
る
こ
と
に
注
意
せ
^
る
可
ら
^
、
而
し
て
政 

府
に
對
す
石
貸
付
余
の
割
合
は
常
に
殒
民
地
に
於
け
る 

發
行
中
に
あ
つ
て
其
額
高
き
を
占
o
る
^p ^

に
必
卞
し 

名
か
、
る
高
度
に
ぁ
る
ぢ
の
に
は
ぁ
ら
^
る
な
6
?

確
定
利
#

債
券
の
平
均
利
率
a

次
表
の
如
し

平 曼 譲 外 前 內 :

内 k  ^
§  y  .

@ 差 g 國 地 國

<

三 ー 〇 m s 主 れ

i 八 。 九 ニ ー  胆 
四 ニ 九 四  一 ニ 屯

約

足

； . . . >

三 - . 〇 四 三 三 分

五 八 一 九 ニ 〇 風 
一 七 四 四 一 七 沿

取

得

額

大
額
發
行
の
表
は
千
八
百
八
十
八
年
及
千
八
百
丸
十 

三

年

の

兩

年

と

千
./
\

百

九

十

八

年

以

後

の

各

年

分

と

に
 

就
て
究
成
し
杧
る
名
の
な
る
も
利
子
の
額
及
び
利
率
は 

牢
表
及
び
，乙
表
に
之
を
揭
げ
置
け
6

。

:

咿
表
を
研
究
す
る
に
際
し
<
は
、
，.同
表
は
大
額
發
行 

の
み
に
關
す
る
名
の
に
しV

何
等
党
全
な
る
調
査
の
結 

果
と
し
て
知
る
を
得
可
き
總
額
及
a'
分
酣
を
示
す
？
の 

に
あ
ら
次
る
乙
と
を
記
憶
せ
次
石
ベ
か
ら
梦
。
之
の
金 

額
は
恐
ら
く
英
國
民
の
貯
金
の
約
半
額
に
$
達
せ
ん
と 

す
る
程
に
て
、
第

一,

に
：注

目

す

べ

き

點

は

'株

式
.の
.額
>
は

爆 

—

炎 

'

莉 

'
鈞
 

,

*

總
投
資
額
の
一
割
に
名
達
せ
少
し
て
殆
ん
ど
云
ふ
に
nAb 

ら
次
る
、と
是
な
6
。
事
業
經
營
の
分
量
は
漸
次
增
加
す 

る

に

名

係

ら

す

世

人

は

敢

て

商

業

上

の

危

險

-̂
腎

す

こ 

j

と
を
なV

」

岁
、
大
な
る
株
式
役
資
は
唯
僅
か
に
英
國
米 

國
及
ぴ
ァ
ル

ゼ

ン

チ

ン
の
鐵
道
株
に
限
ら
れ
^

6
。
而
‘ 

一
.し
て
鐵
道
に
關
雄
せ
る
事
項
に
於
て
は
國
有
の
聲
常
に 

:
絕
へ
ず
近
塒
益
i
尚
ま
6
っ
ゝ
ぁ
ム
ン
。
故
に
大
體
に
於 

一
て
大
な
る
公
共
事
業
に
對
す
る
資
金
は
常
に
確
定
利
子 

の
約
定
卽
ち
偾
券
の
發
行
に
よ
6
て
醵
集
せ
ら
れ
資
本 

家
の
職
分
i
企
業
家
の
職
分
と
は
玆
に
分
離
せ
ら
る
 ゝ

一
に
至
れ
6

。
勿
論
小
商
會
を
令
包
合
す
る
i

き
は
株
式 

.
資

本

の

割

合

は

之

よ

-
^

P

餘
避
大
と
な
る
べ
し
。

次
に
注
意
す
ベ
き
點
は
內
11
^

«

の
額
の
高
低
®

な
. 

き
に
比
較
し
て
殖
民
地
及
ぴ
外
國
1C

於
け
る
企
業
の
着 

|

着
發
達
じ
行
く
の
事
隻
な
6

、
ホ
-

-

ァ
戰
举
に
よ
6

て 

資
本
於
其
の
芷
常
の
用
途
わ
6

驅
逐
せ
ら
れ
祀
る
#
に 

‘

於
セ
す
ら
®

iL

つ
殖
民
地
に
於
け
る
企
業
は
着
々
と
し 

て
進
行
し
杧
み
。

,三
七
九

1]

t

r

I

1

I
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偾
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內
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£

大
額
發
行

u

於
け
る
投
資
額

C

單
位
千
磅

)

3
八
〇

公

债

及

社

儐
. 

內

1

殖

民

«

外

國

株

式

內

國

ー

植

民

地

一

外

I

國

合

it

r
定
.萍
±
睬
丨
常
一
總 

idd

摘



Inr

.雜 

錄
バ
：

外
國
授
資
は
こ
の
戰
滕
殆
ん
ど
熄
止
し
^
る
名
断
近 

に
0
て
は
%

民
地
役
資
を
凌
駕
す
る
^

■
至
れ
V

。
之
れ 

別
に
徽
く
べ
き
事
に
あ
ら
す
し
<

外
國
に
於
て
は
*
民 

:1
1

に

於

け

る

よ

^
^
^
授

資

の

餘

地

の

觅

に

大

な

る

名

の
 

あ
る
こ
と
を
知
る
滕
は
寧
ろ
豫
期
し
得
ら
る
ベ
き
棄
實

A
y 

i
f
^
^
u
/
o

ボ
ー
ア
戰
举
の
影
響
に
就
て
は
勿
論
顯
著
な
る
名
の

■ 

あ
み
と
雖
名
投
資
の
總
額
は
豫
期
せ
ら
れ
杧
る
程
に
變 

動
せ
f

^

o

大
體
に
於
て
着
々
進
步
を
こ
そ
示
せ
、

一
億
磅
の
阈
費
の
爲
め
に
何
等
英
國
、が
贫
國
と
な
6

セ 

る
を
示
す
3

の
あ
る
こ
と
な
し
。
右
の
投
資
額
は
殆
ん 

ど

1

年
間
の
貯
金
額
に
相
當
す
る
名
の
.
に
し
<
、
そ
の 

•中
に
は
全
然
破
壊
し
«

3

れ
岁
し
て
一
.
人
よ
6

他
人
の 

懷
中
に
移
6

tc

る
1C

過
ぎ
^

る
名
の
名
少
な
か
ら
^
产ノ 

し
，：な
6

。
職
爭
に
よ
ら

V

著
し
く
國
の
富
源
を
枯
渴
せ 

し
め
叉
國
民
を
し
て
有
用
な
る
璐
業
に
就
く
，能
は
次
ら： 

し
め
^

る
か
勿
き
睡
に
あ
6

 V
.

tt
v

lf
IE

に
之
に
反
す 

ベ
き
こ

と

疑
な
き
所
な
6
 
0

ボ
_

ァ

戰
爭
K

政
府
の
財

三
八
ニ

政
に
.と
6

て
は
重
要
な
ネ
し
$

、
、英
國
f i
lc
i

6

て
は 

s

々
fc

る
事
杧
6

し
.に
過
ぎ
岁
しy

某
々
政
客
等
の
M 

屢
云
ふ
が
如
き
影
響
を
利
_

に
與
ベ
杧
る
こ
と
な
か
6
 

\

し
と
云
ふ
を
得
べ
し
。

乙
表
に
就
で
、は
何
人
名
第
一
に
義
務
不
履
行
の
少
/I 

I

/P
6
し
事
實
を
認
む
る
な
ら
ん
。
同
表
に
記
し
^
る
最 

一，
初
の
年
卽
ち
千
八
百
八
十
八
年
は
南
米
に
於
て
多
大
の 

\

投
資
を
な
し
^
る
年
に
し
て
、
程
な
く
同
國
に
於
て
は 

\

破
綻
に
基
づ
く
莫
大
の
損
失
を
生
匕
杧
/ノ
。
又
の
結
见 

;:.

.千
八
百
八
十
五
年
外
國
に
放
下
せ
.ら
れ
祀
る
資
本
.の
半 

\

額
以
上
は
影
響
を
受
け
、
其
の
中
に
»
永
^

r消
耗
し 

\

盡
3
れ

-̂
る
^

p

の
$
あ
れ
ど
叉
中
に
は
今
ダ
做
利
子
を 

\

收
め
.て
#
價
益
々
騰
貴
せ
る
名
の
？
あ
ぅ
。
右
の
表
の 

一
數
字
は
發
行
後
十
年
間
に
於
け
る
收
益
に
基
づ
け
る
名 

I
の
に
し
て
、
資
金
の
四
割
は
損
失
に
歸
し
杧
る
事
を
示 

(

.せ
ろ
。
さ
れ
と
爾
後
義
務
不
麗
行
，は
僅
に
三
囘
に
過
ぎ 

^
し

/1
何
れ
名
甚
^
大
な
る
7
5
3
の
に
あ
ら
^
、
叉
其
の
. 

中

.

1

间
は
英
國
內
に
於
<
生
匕
^
る
名
の
な
6
。
義
務

の
履
行
を
受
け
次
6
し
資
本
は
僅
に
總
額
の
五
厘
に
當 

る
に
過
ぎ
岁
し
て
且
つ
大
體
1C
於
て
平
和
の
塒
に
於
け 

る
大
發
行
は
今
や
殆
ど
過
去
の
事
實
!c
屬
せ
6

と
云
.ふ 

を
得
ベ
し
。
.さ
れ
ど
此
の
點
に
就
て
は
內
國
投
資
i
外 

國
役
資
と
_の
收
益
の
差
を
論
チ
る
に
ぁ
杧
6
'<
苒
び
論 

ず
る
乙
と
、
せ
む
。
 

.

次
に
論
岁
べ
き
は
收
得
し
允
る
平
均
利
子
の
趨
勢
如
：
 

I

何
の
問
題
こ
格
な
6
。
こ
の
事
は
前
揭
の
.表
に
於
て
？ 

知
る
こ
と̂
-

^

ベ
き̂

P
、

亦
次
の
.

隱

(

第」

_

)

に
上
6

 

-

て
$
明

，に

知

る

事

わ

得

べ

し

ノ

。

利

子

の

趨

勢

は

千

八

百
 

九
十
年
代
の
牢
ま
で
は
低
落
に
向
ひ
し
名
爾
後
著
し
く
. 

恢
，復
の
"運
に
向
ひ
杧
る
事
»

人
の
上
く
知
る
所
な
ム:° 

普
通
利
用
し
招
べ
き
唯一

の
疋
確
な
る
衬
料
は
コ
ン
ソ 

.

ル
公
债
の
、
收

#

と

割

引

步

合
と
に
關
す
る̂

^
の
な
る
$ 

本
表
は
成
る
ベ
く
安
圣
な
る
多
數
投
資
を
材
料
と
な
し 

-t
e
る
を
以
て
、
之
忙
ょ
6
て
一
曆
一
般
的
の
繼
察
を
な
. 

す
こ
と
を
得
べ
し
。

.

16
7

同
读
に
ょ
れ
ば
千
八
西
八
十
八
年
に
於
て
は
利
子
は 

雜

.

0
.
 

:

ゝ

甚
g
尚
/P
,
,
ノ

し

こ

と

を

示
せ
6
。
之

れ

一

w
tf
l
込
あ 

6
fc
る
發
fj

は
不
安
全
な
6
と
の
威
に
«
づ
く
名
の
な 

ら
ひ
名
、
實
際
に
取
得
し
女
る
收
益
は
正
常
ょ
6
名
下 

\

位
に
あ
6

し
を
以
.て
、
於
、

.る
不
安
の
情
あ
6
し

a
p
a 

|

な
6
と
云
は
^
る
べ
//
>
ら

岁

.0 

|

千
八
西
九
十
三
苹
は
前
年
の
失
諶
の
影
響
を
示
す
名 

一
の
に
し
て
高
率
の
利
子
を
：#:
求
し
、
殊
にn

ン
ソ
ル
公 

™
債
に
於
<
そ
の
然
る
を
見
^

6。
千
八
百
九
十
八
年
は 

大
體
に
於
て
正
常
な
6
し
名
、
そ
の
後
は
ニ
囘
の
戦
银 

の
爲
め
に
異
常
の
狀
態
と
現
出
す
る
に
至
れ
6
。

.

口
露
戰
爭
は
戦
爭
に
通
有
な
る
結
果
を
齎
ら
せ
6

 ヽ

卽
ち
例
外
的
の
高
利
を
付
し
て
漸
く
資
本
を
不
生
産
的 

の

方

面

に

誘

_

し

得

把

る

％

の

1C

,
し

て

外
81
^

|^

の
平 

均
利
率
は
五
分
八
厘
三
毛
と
な
ふ

一

般
t

金
の
利
子
は 

四
分
三
厘
一
毛
と
な
れ
ろ
。
然
る
に
他
方
に
於
て
ボ
ー 

r

s

^

ff
i

A

y

て
«

ホ
家
を
it

つ
<
w

a

の
常
態
に
於
て 

獲
得
し
得
べ
き
よ6
 

%
低
き
利
子
を
以
て
資
金
を
政
府

1C

貸
上
げ
し
め
ひ
ふ
す
る
に
至
6

、
爲
に
别
子
を
引
き

§

『

.

'



激

!

錄
，
 

.

.

.
,
大
，
額

投

資

に

對

す

る

年

平

均

利

率

‘

一
一
一
八
四

1

一
九】

〇
年

九
の
：//：
年

一
九
〇
〇
印

69
下

ぐ

る

と

云

ふ

驚

く

べ

き

緒

果

を

來

.し
^

6

。

以
上
の
事
の
成
6
行
き
を
平
靜
に
考
ふ
る
槠
は
、
こ 

は
信
用
の
脫
線
的
趨
勢
と
見
る
事
を
得
べ
し
。
藎
し
假 

令
英
國
政
府
の
契
約
な
6

と
雖
名
健
全
な
る

英
國
企
業 

社
t

に
於
け
る
契
約
ょ
眞
に
そ
の
價
値
大
な
る
こ

. 

i
能
»:
支
、：

叉
先
に
次
戰
举
あ
る
に
遭
遇
せ
ば
假
令n 

.'\

ブ
ル

公
债
は
^

當
に
1

Mき
信
用
を
有
す
と
％
こ
の
现 

象
は
架
て
て
苒
び
之
を
期
待
す
る
を
得
る
や
杏
や
は
大 

に
疑
の
餘
地
あ
れ
ば
な
6

。

(

伹
し
ロ
ン
ソ
ル
^

ft
の
信 

用
は
，今
•や
低
落
し
っ
、
あ
6

と

は

一
般
の
意
見
な
6

)

0

日
露
戦
爭
以
後
に
於
て
は
何
等
の
攪
亂
を
$
受
け
す 

しV

最
初
は
金
利
頗
る
騰
貴
せ
し
名
、
そ
の
後
は
殆
ん 

ど
停
止
の
狀
態'J

あ
6

0千
八
1*
九
十
八
年
以
後
を
と 

6
て
見
る
と
き
は
«
民
地
偾
券
の
發
行
は
着
々
其
金
額 

大
i
な
4
且
つ
何
等
將
別
の
影
響
を
^
?受
け

る̂

を
以 

て
利
子
‘の
.趨
勢
を
最
；̂
ょ
く
*

«
せ
る
^

p

の
と
云
ふ
可 

し
。
卽
ち
十
年
ょ
6
稍
々
長
き
期
間
に
於
'て
締
ー
分
の 

增
加
を
示
し
^

6し
が
今
.や
利
率
の
變
败
は
停
止
の
狀 

,

:

雜

、

- 

-

態
に
あ
A
.と
云
ふ
を
得
ぺ
し
。
五
ケ
年
平
均
利
率
を
示 

し
^
る
次
の
小
la(

第
二
圖)

は
一
曆
明
/p
に
そ
の
a

# 

を
示
せ
6
0 

,

,

次
に
檢
せfo

る
べ
か
ら
次
る
ぢ
の
は
金
利
の
差
額
を 

示
し
允
る
櫊
な
6
。

千

八

西

八

十
/\
年

及

ぴ

千

八

百

九
 

十
三
年
の
兩
年
を
除
く
i
き
t
t
M民
地
發
行
偾
券
の
平 

均
利
子
は
內
國
發
行
偾
券
よ
^

^11

厘
方
高
步
に
居
る 

な
6
、
S
れ
ど
之
れ
ニ
囘
の
大
戦
#
に
於
け
る
公 

偾
を
合
む
を
以
て
其
の
後
半
期
は一

曆
明
に
そ
の
相
違 

|:
:
示
す
％
の
と
^
ふ
事
を
得
べ
..く
、
そ
の
差
違
は
一
分 

の
四
分
の1

巧
至
三
分
のI

な
る
、が
如
し
。
■
民
地
に 

於
て
‘大
勸
を
以
て
放
下
せ
ら
れ
^
る
資
金
よ
6
し
て
英 

國
資
本
家
の
得
る
利
子
額
&
內

國

に

於

て

.
放

下

せ

ら

れ
 

女
る
賛
金
の
利
子
額
よ
A
'
2僅
I/
:
.多
き
に

届
る
の

み
に 

し
忙
殆
ん
ど
^
ふ
に
足
ら
^
る

な

-
^
。

.外
爾
とS

國
と
の
利
率
の
差
f
t
M民
地
と
內
國
と
の 

其
^
よ
4
名
餘
程
大
な
る
％
の
に
し
て
千
八
百
丸
十
八 

年
よ
6
千
九
}
1
!
1
十
年
に
至
る
十
3

年
間
を
通̂

て
そ
の

> 

’

三
八
洱

Vj
丨

丨

i
:

I



— 

H八
六

差
は
平
均
一
分
七
厘
に
上
れ6

。
伹 

一
九
一
〇

年

し

こ

の
中
P

は
0

露
戦
宰
の
結
集
外 

國
放
资
の
利
子
を
不
當
に
騰
貴
せ
し 

め
セ
る
ょ.
6

來
6

し
名
の
あ
る
と
を 

‘

記
憶
せ̂
'

る
べ
か
ら
岁
。
卽
ち
爾
後 

'

其
の
寒
違
は
約
一
分
ニ
厘
五
毛
と
な 

れ
る
名
の
に
し
て
こ
は
信
用
の
相
違 

よ
.
6

來
る
名
の
と
見
るV

 

く
放
.
r

-̂
M

 

一
九0

五
年
金
の
粧
の
減
少
し-^
る
事
を
示
す
名 

.
-

の
に
«

あ
ら̂
!

る
な
6

0

#
人
の
論
匕
つ
、
ぁ
る
於
如
き
公 

債
社
偾
は
放
資
者
に
向
つV

何
等
の 

.
面
倒
を
名
與
へ
次
る
名
の
に
しV
、 

外
國
の
政
府
叉
は
鐵
道
會
社
にV

發 

行

し

お

る

場

合

に

於

，
て

名

英

11
の

政 

ー
九0
0¥

府
叉
は
鐵
遒
會
社
に
て
發
行
し
杧
る 

場

合

.に

於

け

る

と

其

の

寶

れ

行

き

に
 

於
て
何
等
の
相
違
あ
る
こ
と
な
し
。

,
j
/
,iv

V7

故
に
こ
の
場
合
1C
於
け
る
價
値
め
相
違
は
芷
し
< 
危
險 

に
歸
せ
次
る
ベ
か
ら
次
る
名
前
述
の
如
く
外
國
に
於
て 

名
内
國
に
於
け
る
以
上
に
義
務
の
不
履
行
あ
る
こ
と
な 

く
否
殆
ん〜

全
く
之
を
見
る
こ
と
能
は
次
る
を
以
て
保 

險
斜
と
しV

は
少
し
く
過
大
な
る
名
の
と
思
は
る

、
な 

6
、
然
る
に
信
用
の
發
達
は
極
め
て
遲
々
^
る
名
の
あ 

る
を
以y

外
11
の
#
款
者
は
恐
ら
く I

一
 
十
五
年
以
前
に 

於
け
る
财
政
紊
亂
よ
6
し
て
生
^
允
る
信
用
缺
如
の

 ̂

»'
に
今
猶
依
然
と
し
て
高
步
の
利
子
を
支
猢
ひ
つ
、
あ 

る
名
.の
な
る
ベ
く
、
又
戰
爭
よ
6
生
卞
る
危
險
名
外
國 

に
於
て
は
英
國
に
於
け
る
よ
大
な

6
と
恕
像
せ
ら 

れ
つ
、
^
る
务
の
な
ら
む。

嚴
将
方
る
經
濟
學
上
の
學
說
に
從
へ
ば
偸
敦
に
於
て 

諸
外
國
に
貸
付
く
る
資
金
の
利
子
步
合
に
は
便
®

(

此 

の
®
合
に
は
乙
の
相
違
な
し
.

)

及
び
危
險

Q
,

差
に
基
づ 

く
名
の
以
外
に
は
何
等
の
相
違
な&

る
べ
き
箬
な
6

。 

资
金
は
«
々
の
需
要
者
間
1C

服
界
効
用
の
均
し
か
る
べ 

き
檢
に
分
«

せ
ら
る
べき

？： P

の
な
6

と
の
經
濟
的
挪
想

雜

錄

が
實
際
に
達
せ
ら
る
S
や
否
や
は
疑
問
の
餘
地
あ
6
と 

雖
1
ヽ
若
し1

分
の
相
違
が
保
險
料
と
し
<
は
多
き
に 

失
す
と
せ
ば
、
內
國
投
寶
は
資
本
家
の
牝
め
に
保
守
的 

精
_
及
び
偏
見
等
の
非
經
濟
的
a
機
に
基
き

て

將
に
外 

,國
投
資
よ
優
遇
せ
ら
れ
届
る
名
の
と
云
は
^
る
べ 

か
ら
^
。

r
cて
近
年
內
國
投
資一.

磅
に
對
し
外
國
投
資
は
三
磅 

の
割
合
に
達
し
杧
る
於
、
上
述
せ
る
所
よ
6
し
て
之
を 

見
れ
ば
、
外
國
に
於
ズ
資
金
を
有
利
に
使
用
す
る
こ
と 

を
得
る
の
機
會
は
猶
之
よ
6

名
大
な
る
名
の
あ
る
於
如 

き
觀
あ
る
，を
以
て
一
層
有
利
に
利
用
し
得
べ
き
.資
金
を 

非
經
濟
的
原
因
に
よ
6

て
內
國
に
保
留
し
^
る
名
の
と 

見
る

を
得
べ
し
。
然
れ
ど

％
之
れ
亦
一
般
の
意
意
と
興 

な
る
點
な
-
^
。

將
來U

就
て
t
t上
記
の
統
評
は
明S

に
斯
る
傾
向
は 

示
さ
V

れA
J

?
、

內
國
及
び
外
國
の
貸
付
金
よ
6

生
^
 

る
利
子
の
間
に
於
け
る
相
違
は
漸
次
減
少
す
る
名
の
と 

豫
期
す
る
こ
と
を
#

べ
し
。
蓥

し

1

方
に
於
て
は
外
國

三
八
七

,

i

i
1

ィ

1

!

 

i

ぼ

 

^

^

^



投
資
の
危
險
は
溢
i減
少
し
而
し
て
再
？

3

こ
の
危
險
を 

:

大
な
ら
し
む
る
於
如
き
何
等£

不
測
の
事
件
の
起
ら

 ̂

る
限
6
此
の
勢
は
繼
續
せ
ら
為
ベ
く
、
又
他
方
に
於
て 

は
保
守
及
ぴ
偏
見
の
勢
カ
名
亦
强
烈
な
る
顾
際
的
感
情 

の
復
活
に
よ
6
て
外
國
役
資
を
不
評
な
ら
し
む
る
乙
i 

な
き
限
A
漸
次
弱
め
ら
る
べ
く
、
斯
く
し
て
利
率
相
違 

の1

一
大
原
因
は
次
第
に
其
の
跡
を
失
ひ
つ
、
あ
る
を
以 

て
な
6
0 

< 

,

,

.

さ
て
斯
く
しV

こ

の

利

率

め

差

於

減

少

す

る

,#
は

外 

國
投
資
め
利
子
は
低
下
す
べ
く
、.外
國
資
本
.の
利
子
は
.. 

備
實
す
べ
し
、
何
と
な
れ
ば
若
し
然
ら
岁
と
す
れ
'ば
資 

本
全
體
の
生
產
力
は
大
に
減
少
す
る
を
以
て
な
6
。
而 

し

て

今

假

に

内

國

及

び

殖

民

地

の

^

».
を
八
ロ
す
る
と
き 

は
其
の
額
外
國
役
資
の
そ

れ
i

略
々
;̂

敵
す
る
を
以 

て
、
双
方
！

i

於
け
る
變
動
は
大
體
均
等
と
な
る
べ
し
0 

若
し
旣
述
の
理
論
に
し
て
1£
し
と
す
れ
ば
两
國
借
款 

(

英
國
政
府
證
券
を
？
含
む)

の
利
率
は
、
物
價
平
準
騰 

貴
し
把
る
を
以V

、

目
下
；止
常
の
狀
態
に
あ
る
と
云
ふ

事
を
得
岁
、
.若
し
芷
常
.の
狀
態
に
»
る
七
せ
ば
其
の
結 

果
は
必
卞
や
下
落
を
見
^
る

べ
; p

ら
岁
。
さ
れ
ど

,t
の 

事
あ
る
：̂
將
fc
叉
な
き
名
何
れ
に
$
せ
よ
相
對
的
旨
用 

の
變
動U

基
づ
く
騰
貴
を
見
る
に
至
る
ベ
L
。

今
利
率
相
違
比
較
..

Q

爲
；

§

 n

ン
y \

公
贊
の
利
子

 ̂

次
に
示
さ
む
。

-> * • • «—■ • to— . A w— — • 一一上
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利行火 
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子倩ジ

.

. ■ 

一  C D  C D  C 3  c r >  一  一^ * 一 "
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利
子
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利
干
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-
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■

但
千
八
西
八
十
八
¥

«

コ
ン
ソ
ル
惜
款
及
び
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
陂
綻
為

リ
し
fz
y>
.之
を
衆
く
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右
の
表
を
檢
す
る
に
最
近
に
於
け
る
利
子
の
差
は
千 

八
百
九
十
年
代(

當
，滕
外
國
偕
款
は
今
日
®
ど
安
全
な 

ら
3'
'

6き)

に
於
け
る
と
殆
ど
同
程
度
に
し
て
千
九
百 

年代
の始
ょ大
な

6
し
を
見
る
べ
し
。
敌
に
コ 

ン
ソ
ル
の
收
益
は
一
般
投
資
ほ
ど
に
恢
復
せ
次
6
し
名 

の
と
云
は
次
る
べ
か
ら
す
、
換
言
す
れ
ば
利
子
の
下
落 

■̂
償
办
に
足
る
ほ
ど
の
代
價
下
落
を
來
3》

6
し
と
云 

»

る̂
べ
か
ら
'̂
る
な
6
、
而
し
てn

ン
ソ
ル
は
猶
不 

當U

評
價
さ
れ
居
る
を
以
て
近
來
そ
の
價
格
の
下
落
を 

見
^
/)
;
'と
す
.る
％
何
等
驚
く
べ
き
^
と
に
あ
ら
次
る
な 

A
/
o

株
式
發
行

株
式
發
行
に
關
し
て
は
を
の
例
甚
だ
少
く
し
て
何
等 

統
計
的
に
取
ぅ
极
ふ
に
足
る
の
材
料
を
有
せ
次
る
を
以 

"て
確
固
^
る
結
論
を
引
く
事
を
.得
す
。'*
.

次
の
表
ゆ
發
行
後
十
年
間
に
つ
き
、
叉
之
を
採
る
事 

能
は
^

6し
辟
は
千
九
百
十
年
宋
ま
で
を
採
-
 ̂

v

、
實 

> 

'
際

應

募

額

：に

對

す

.る
11
當
率
を
.示

せ
6
、
千
九
百
七
带

以
後
の
發
行
に
就
て
は
そ
の
運
命
未
だ
未
知
に
屬
す
る 

を
以
て
之
を
論
せ
支
と
雖
$
、
其
他
の
年
に
就
て
は
毎 

年
の
平
均
叉
は
毎
五
年
間
の
平
均
を
示
し
1

6。 
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取
得
し
杧
る
利
益
の
步
合»

之
y

借
款
、に
對
す
る
今

日
の
利
子
步
合
と
何
等
完
牵
に
比
較
ず
る
事
能
は
梦
、

-
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其
の
前
半
期
に
は
幾
多
の
不
幸
な
る
投

資

？

あ

み

し

%

 

, 

卩
千
九
百
三
年
よ
6
千
九
百
七
年
に
至
.る
五
ヶ
年
間
に
於 

て
は
投
資
は
主
と
し
て
カ
ナ
ダ
及
^
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
の 

鐵
道
IC
1
.向
つ
て
行
は
れ
甚
だ
し
き
好
成
績
を
.收
め
杧
6
. | 

と

雖

名
之
等
の
多
く
は
寧
ろ
偶
然
の
結

果

と

.見

るベ
き

一
 

名

の

な
6

0
 

j

两
國
株
式
投
資
兑
外
國
株
式
投
資
と
の
收
益
間
に
は 

著
し
き
相
違
あ
ろ
と
雖
名
こ
れ
前
者

は「

金
緣
is

券」 

(
G
n
t
e

ia.
g
e
d

 

b
o
n
d
s
s

の
發
行
と
同一
視
せ
ら
る
、
內 

國
鐵
道
普
通
株
の
大
額
發
行
を
合
め
る
を以
<

な
6

。

： 

故
に
此
の
事
實
を
離
れ
て
論
少
る
辟
は
是
等
の
數
字
よ
.} 

6

推
論
し
て
外
國
投
資
は
內
國
投
資
よ
ろ
ぢ
有
望
且
つ 

有
利
な
-

^

と
か
31
は
*

民
地
投
資
は
屢
々
失
敗
せ6
と

j

 

云
ふ
こ
と
能
は§'
'

る
な
6

:°

■*
體
に
於
て
大
食
社
の
栎
式
よ6
取
得
す
る
配
當
は 

公
償
社
债
の
利
子
を
*
ゆること大なら̂
、前
者
一 

後
者
よ
6
名
僅
に
五
厘
方
多
き
に
居
る
の
み
にし
て
役 

機
的
收
入
の
不
利
を
償
ふ
ぺ
き
？
の
唯
此
の
僅
少
な
る

.

3
九
〇

差
あ
る
の
.
.み
、
而
名
こ
の
差
^

る
や
现
肺
よ
^cv%

少
し 

く
不
況
な
る
#

に
際
會
せ
ん
於
忽
に
し
て
消
失
し
去
る 

ベ
.き
名
の
な
6

、
3

れ
ば
近
脒
漸
く
佌
間
公
衆
舣
§

 

發
行
を
喜
ぶ
に
至
6

tt

る
^P

の
故
あ
6

と

云

は

^

る

べ 

»>

ら

.§'
'

る

な
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の
抄
譯
な
リ
。

偸
敦
に
於
け
る
外
國
銀
行
支
店
の
數
於
近
來
頓
に
增 

加
す
る
に
至
6
し
を
以
<
、
英
國
銀
行
家
間
に
は
偷
敦 

の
諸
.銀
行
が
此
等
外
國
銀
行
支
店
の
競
爭
を
受
け
遂
に 

a
^
l
îi
ら
る
、
に
至
^
ベ
.し
^
Jの
^
rを
懷
^
^
^
 ̂

な
か
ら
少
。
旣
に
外
國
銀
行
は
是
迄
英
國
銀
行
家
の
繩 

張
«
に
在
6
し
取
引
に
手
を
出
す
に
至6
杧
6
と
云
ひ 

且
つ
菌
の
茈
貨
準
備
は
遂
に
外
國
銀
行
家
の
左
右
す 

る
所
と
な
る
べ
し
と
®
告
す
る
者
あ
6
0而
/p
?
、
吾 

人
は
外
國
雜
行
似
If
c
ff
r
に
支
沾
を
設
く
る
の
結
果
と
し 

て
英
國
の
商
業
及
び
金
融
界
の
資
金
は
增
加
し
、
且
つ.
 

外
國
質
易
呔
之
财
爲
め
に
增
進
す
る
‘に
至
る
べ
き
名
の 

な
る
こ
と
を
記
：憶
せ
^
る
べ
か
ら
梦
。

遮
養
、
本
^

起

草

の

目

的

被

銀

.狩

業

者

間

の

競

爭

を

' 

- 

- 

雜

.錄

論
^
る
に
非
^
し
て
、
單
に
外
國
銀
行
支
店
の
用
ゆ
る 

商
業
及
ぴ
金
融
取
引
の
方
法
を
說
明
し
且
つ
同
肪
に
金 

融
市
場
に
於
け
る
此
等
x
rA
の
地
位
に
if
及
す
る
に
在 

i
 

.

.外
國
銀
行
が
偸
敦
に
支
庙
を
設
く
る
に
至6
把
る
は 

偸
敦
の
金
融
界
に
は
爲#
*引
の
便
$
多
き
を
以
て
也
'. 

國
際
間
の
偾
務
の
大
部
分
が
偸
敦
に
於
て
決
濟
せ
ら
る 

る
の
事
實
«
大
陸
鈒
行
家
の
注
目
せ
る
所
な
る
が
、
何 

處
に

於
て

名
爲
替
手
形
は
國
際
取
引
の
媒
介
物に
し
て 

且
つ
外
國
及
び
»
双
地
と
の
商
業
に
基
づ
く
送
金
上
重 

要
な
る
地
位
を
占
，む
る
名
の
な
れ
ば
、
各
其
の
#
カ
範 

圆
を
擴
張
す
る
に
は
世
界
の
最
大
金
融
市
場
な
る
^
敦 

に
爲
#
事
務
取
扱
の
本
部
を
置
く
に*
か
步
と
は
此
1 

外
國
銀
行
業
者
の
自
覺
せ
る
所
な'
,
9と
す
。

偸
敦u

於
け
る
外
a
銀
行
支
®
は
內
國
爲
替
手
形
を 

名
取
扱
へ
i

、
其
の
取
引
せ
る
は
主
と
し
て
外
國
爲 

替
手
形
な
6
。
之
r-
反
し
て
英
II
銀
行
家
は
漑
し
て
內 

國

爲

替

手

形

を

取

极

び

、

外

國

爲

#'
手

形

の

利

益

多

き

三
九
.
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